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５
人
以
下
の
零
細
事
業
所
は
７
万

５
千
事
業
所
。
県
内
の
全
事
業
所
の

６
割
を
占
め
16
万
２
千
人
が
働
い
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
業
者
婦
人
は
仕

事
を
し
な
が
ら
家
事
や
育
児
、
介
護

の
重
い
負
担
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
中
県
議
は
、
県
と
し
て
自
営
商

工
業
に
携
わ
る
女
性
の
実
態
調
査
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
家
族
給
与
を
必

要
経
費
と
し
て
認
め
、
所
得
税
法
56

条
の
廃
止
を
求
め
る
請
願
の
採
択
を

主
張
し
ま
し
た
。 

24万3680㎥/日 

23万3618㎥/日 

2004年 2008年 

「茨城の水道」より 

関係市町村議員とともに県企業局に要望する

山中たい子県議（左から２人目）（５月14日） 
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高
い
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
山
中
た
い

子
県
議
は
、
市
町
村
に
給
水
し
て
い
る

県
南
広
域
水
道
の
料
金
値
下
げ
を
県
企

業
局
に
要
望
し
ま
し
た
。 

 

県
南
広
域
水
道
は
08
年
度
14
億
円

の
大
幅
黒
字
で
す
。
黒
字
額
は
今
年
４

月
値
下
げ
し
た
県
西
広
域
水
道
の
２
倍

に
の
ぼ
り
ま
す
。 

 

県
南
地
域
の
水
需
要
は
横
ば
い
状
況

で
、
市
町
村
が
県
と
契
約
し
て
い
る
水

量
に
比
べ
実
際
に
使
う
水
量
は
大
幅
に

下
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
県
南
水

道
企
業
団
と
同
議
会
は
、
契
約
水
量
と

料
金
の
見
直
し
を
求
め
る
要
望
書
を
県

企
業
局
に
提
出
。
つ
く
ば
市
議
会
も
６

月
議
会
で
、
料
金
値
下
げ
を
求
め
る
知

事
あ
て
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。 

 

山
中
県
議
は
、
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
の

償
還
が
２
０
１
６
年
度
か
ら
大
幅
に
減

る
こ
と
、
八
ッ
場
ダ
ム
、
霞
ヶ
浦
導
水

事
業
を
中
止
す
れ
ば
負
担
が
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
負
担
金
が
返
還
さ
れ
、
将

来
収
支
を
さ
ら
に
好
転
さ
せ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。 

 

県
企
業

局
は
「
今

年
度
中
に

は
必
ず
見

直
し
は
す

る
」
と
答

え

ま

し

た
。 

年 度  純利益 供給単価 
（㎥/円） 

給水原価 
（㎥/円） 

04年度 

05年度 

06年度 

07年度 

08年度 

８億3723万円 

８億8475万円 

13億 744万円 

11億9016万円 

14億 117万円 

 99.41 

 99.91 

 99.34 

 98.75 

 100.53 

 92.25 

 92.26 

 87.35 

 87.40 

 85.56 

県南広域水道の年度別収支（５年間） 

8億3723万円 

14億117万円 

 

 
（１日の最大水量） 

 

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
参
議
院

選
挙
で
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

先
頃
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
女
性
は
25
年
連
続
世
界
１
位
で
86
・

44
才
、
男
性
が
79
・
59
才
と
の
こ
と
。
人
生

80
年
時
代
は
、
過
酷
な
戦
争
の
時
代
を
生
き

抜
き
、
戦
後
も
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
き
た
高

齢
者
世
代
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

  

長
寿
は
、
人
類
の
長
年
の
夢
で
あ
り
、
社

会
の
進
歩
で
す
。

こ
れ
を
台
無
し
に

し
た
の
が
構
造
改

革
路
線
と
社
会
保

障
予
算
の
削
減
で

す
。 

 

政
府
の
後
期
高
齢
者
医
療
「
改
革
」
案

は
、
高
齢
者
を
現
役
世
代
と
「
別
勘
定
の
国

保
」
に
加
入
さ
せ
、
負
担
増
や
年
齢
に
よ
る

差
別
の
対
象
を
「
65
歳
以
上
」
に
広
げ
よ
う

と
い
う
も
の
。
介
護
保
険
料
や
利
用
料
の
重

い
負
担
を
理
由
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
抑

制
す
る
人
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
は
待
っ
た
な
し

で
本
県
は
５
、
５
０
０
人
で
す
。 

 

暮
ら
し
と
福
祉
の
財
源
確
保
に
、
軍
事
費

や
大
型
開
発
の
ム
ダ
使
い
に
メ
ス
を
入
れ
、

大
企
業
・
大
金
持
ち
減
税
の
見
直
し
が
必
要

で
す
。 

 

「
長
生
き
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

社
会
へ
、
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
ご
自
愛
下
さ

い
。 

❋ 



山中たい子県議の県政報告 ２０１０年８月 (2)  

   対象拡大 所得制限 

  小学生 中学生 の撤廃 

水戸市       

日立市     ○ 

土浦市 入院 入院 ○ 

古河市 ○   ○ 

石岡市 入院 入院   

結城市     ○ 

龍ヶ崎市     ○ 

下妻市       

常総市 小３○   ○ 

常陸太田市 ○ ○ ○ 

高萩市     ○ 

北茨城市     ○ 

取手市 入院 入院 ○ 

牛久市 入院 入院 ○ 

つくば市     ○ 

ひたちなか市       

鹿嶋市 ○ ○   

潮来市 入院 入院 ○ 

守谷市 ○   ○ 

那珂市 入院 入院   

常陸大宮市 入院     

稲敷市     ○ 

坂東市 ７歳未満   ○ 

筑西市     ○ 

かすみがうら市       

神栖市 ○ ○ ○ 

行方市       

桜川市     ○ 

鉾田市       

つくばみらい市       

笠間市       

小美玉市     ○ 

茨城町       

大洗町     ○ 

東海村 ○ ○ ○ 

大子町       

美浦村 ○ ○ ○ 

阿見町     ○ 

河内町     ○ 

八千代町       

五霞町     ○ 

境町     ○ 

利根町 小３○     

城里町 ○ ○ ○ 

  18 12 28 

市町村単独事業一覧 

（2010年４月１日現在） 

 

県
は
こ
と
し
10
月
か
ら
現
行

の
就
学
前
か
ら
小
学
３
年
生
に

拡
大
し
ま
す
が
、
一
部
自
己
負

担
や
所
得
制
限
は
継
続
さ
れ
ま

す
。 

 

こ
と
し
４
月
１
日
現
在
、
入

院
を
含
め
中
学
生
ま
で
対
象
を

拡
大
し
て
い
る
の
は
12
自
治
体

で
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
い

る
の
は

28

自
治
体
に
ま
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

０７年度 ０８年度 ０９年度 

１１７ １２９ １４４ 

不足教室の状況 

（プレハブ仮校舎を含む） 

 

こ
の
10
年
間
に
県
内
の
養
護
学

校
な
ど
特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
が
急
増
し
、
教
室
不
足
な
ど

深
刻
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
県
立
特
別
支
援
学
校
は
、

盲
学
校
１
、
聾
学
校
２
、
養
護
学
校

17
の
20
校
あ
り
ま
す
。
在
籍
す
る

児
童
生
徒
数
は
10
年
間
に
１
・
３

倍
に
増
え
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
必
要

な
教
育
条
件
の
整
備
が
遅
れ
、
学
校

の
大
規
模
化
、
超
過
密
化
を
も
た
ら

て
き
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
県
教
委
は
今
年

度
か
ら
５
カ
年
間
の
「
県
立
特
別
支

援
学
校
整
備
計
画
」
を
策
定
。
県
西

地
区
へ
の
養
護
学
校
の
増
設
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
90
分
コ
ー
ス
の
解
消
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

本県の公立学校施設の耐震改修状況（10年４月１日現在） 

県立特別支援学校の

児童生徒数の推移 

（各年度５月１日現在） 

し
て
い
ま
す
。
教
室
不
足
の
た
め
特

別
教
室
を
普
通
教
室
に
転
用
す
る
、

一
つ
の
教
室
を
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ

て
２
つ
の
ク
ラ
ス
で
使
う
、
校
庭
に

教
室
を
つ
く
り
グ
ラ
ン
ド
が
狭
く

な
っ
た
、
な
ど
の
状
況
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
台
数
が

少
な
く
長
時
間
乗
車
が
子
ど
も
た
ち

の
負
担
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
増
車

し
長
時
間
乗
車

の

解

消
、
介

助

員
の
複
数
配
置

な
ど
を
提
起
し

００年 ２，４５１名 

０１年 ２，５５３名 

０２年 ２，６１９名 

０３年 ２，７０５名 

０４年 ２，７４６名 

０５年 ２，８３２名 

０６年 ２，８９９名 

０７年 ３，０１０名 

０８年 ３，１３９名 

０９年 ３，２６９名 

 

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
大
規
模

校
の
分
離
・
新
設
、
と
く
に
県
西
地

区
の
古
河
・
猿
島
地
域
へ
の
増
設
、

 

県
立
高
萩
高
校
で
２
階
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
手
す
り
が
落
下
し
、
男
子

生
徒
２
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
事
故

（
４
月
19
日
）
で
、
大
内
久
美
子
、

山
中
た
い
子
両
県
議
は
、
再
発
防
止

と
危
険
個
所
の
早
急
な
補
修
と
と
も

に
、
学
校
の
耐
震
化
・
老
朽
校
舎
の

改
修
を
急
ぐ
よ
う
県
教
委
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。
【
写
真
】 

 

事
故
の
あ
っ
た
校
舎
は
築

35

年

経

っ

て

お

り
、
耐

震

診

断

で

は
「
要

改

修
」
と

診

断
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
４
月
に

「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
教
育
条
件
を
改
善
す

る
緊
急
提
案
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
党
県
議
団
主
催

の
学
習
交
流
会
で
党
中
央

文
教
委
員
会
責
任
者
の
藤

森
毅
氏
が
「
緊
急
提
案
」

の
内
容
を
報
告
し
ま
し

た
。 

 

藤
森
氏
は
、
必
要
な
予

算
と
人
員
が
確
保
さ
れ

ず
、
教
室
が
足
り
な
い
な

ど
の
事
態
は
全
国
で
お
き

て
い
る
と
の
べ
、
要
因
に

自
民
党
政
治
の
教
育
予
算

抑
制
政
策
が
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

県内の実態や現場からの報告がされ

た学習交流会（５月26日） 

  耐震診断実施率   耐震化率 

小中学校 95.1％（全国40位） 55.7％（全国45位） 

高等学校 90.7％（全国40位） 68.6％（全国24位） 

特別支援学校 95.7％（全国39位） 82.8％（全国33位） 


